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〔　要　　約　〕
　本研究では、保育現場における領域『環境』の活動を想定して実践したジャガイモ栽培体験の演習を
取り上げ、ジャガイモ栽培体験の教材性を探りながら、演習が、履修した学生に、ジャガイモ栽培とい
う活動が保育者の仕事に役立つと思う有益感、栽培の作業内容についての理解をもたらし得たかを把握
した。また、活動が幼児にとってどのような意味のある活動となるかという幼児にとっての有効性を考
慮する視点を持たせ得たか、活動の楽しさを感じさせ得たか、という点も検討した。
　演習履修者を対象としたアンケート調査結果において、ジャガイモ栽培の作業内容を学生が理解し
ていると思っていること、全員が演習を役に立つと捉えていることが示された。また、演習が、学生に、
幼児にとっての活動の有効性を考慮する視点を持たせ得たこと、活動の楽しさを感じさせ得たことが示
唆された。
Ⅰ．はじめに
　羽陽学園短期大学で筆者は、１年次の必修科目「保
育内容研究『環境』」を担当し、その発展科目として、
２年次の選択履修科目「子どもの生活と文化Ⅱ」を担
当している。その内容は保育現場における領域『環
境』の活動を想定した直接体験を重視した演習の授業
であり、保育者として現場で活用できる実践的技能の
向上と実践を理解し分析できる力の獲得を目指してい
る。
　領域『環境』については、平成29年度告示され平成
30年度施行の新しい幼稚園教育要領の第２章「ねらい
及び内容」に次のように示されている。１）
環境　周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって
関わり、それらを生活に取り入れていこうと
する力を養う。
１　ねらい
⑴　身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々
な事象に興味関心をもつ。
⑵　身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだ
り、考えたりし、それを生活に取り入れようとす
る。
⑶　身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする
中で、物の性質や数量、文字などに対する感覚を
豊かにする。
２　内容
⑴　自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不
思議さなどに気付く。
⑵　生活の中で、様々な物に触れ、その性質や仕組
みに興味関心をもつ。
⑶　季節により自然や人間の生活に変化のあること
に気付く。
⑷　自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れ
て遊ぶ。
⑸　身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊
さに気付き、いたわったり、大切にしたりする。
⑹　日常生活の中で、我が国や地域社会における
様々な文化や伝統に親しむ。
⑺　身近な物を大切にする。
⑻　身近な物や遊具に興味をもって関わり、自分な
りに比べたり、関連付けたりしながら考えたり、
試したりして工夫して遊ぶ。
⑼　日常生活の中で数量や図形などの関心をもつ。
⑽　日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心を
もつ。
⑾　生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心
をもつ。
⑿　幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。
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このうち、「環境」と「１ねらい」は、平成20年告
示の現行幼稚園教育要領と同じであり、「２内容」に
ついては、現行版に⑹の項目が加わり、⑻下線部分が
加筆されて変更されている。（註１）
また、共に平成29年度に改訂され告示された「保育
所保育指針」及び「幼保連携型認定こども園教育・保
育要領」における３歳以上児の扱いも幼稚園教育要領
と同じ内容になっている。（註１）
この領域『環境』のねらい及び内容に示されている
事項は、領域『環境』において「養う力」や「育みた
い資質・能力」及び「指導すべき事項」と考えられる。
筆者は、保育者として現場で活用できる実践的技能
の向上や実践を理解し分析する力は、領域『環境』
の「ねらい及び内容」に示されている指導すべき事項
について確かな活動イメージを持つことによって身に
つくようになると考える。つまり、保育現場での実施
を想定した具体的な活動を体験的に実践することによ
り、その活動を確かなイメージとして捉えることができ、
活動のイメージ化にともなって、保育者としての視点
で活動を見つめたり、幼児の立場に立って考えたりす
ることができるようになり、その活動の理解と分析を主
体的に深めることができるようになると考えたのである。
大切なことは、学生自身が活動を自ら実体験し、自
ら考え、他の学生と交流することにより、自ら保育現
場で役立つと感じる有益感を自覚することである。そ
して、そのことが保育者志望の学生としての学習マイ
ンドに効果的の働くものと考えた。　　
そこで、筆者は、「子どもの生活と文化Ⅱ」の授業
において、「身近な事象について、観察や操作を通し
て、幼児との望ましい関わり方を探っていくこと」を
主なテーマとし、到達目標を「身近な素材を利用した
活動を体験し、幼児の活動の教材としての利用法・指
導法を考えることができる」「幼児の活動を支えるた
めの材料の利用法、道具の操作法などの技能を身につ
ける」と設定し、身近な素材利用の活動として、「自
然体験」と「栽培体験」と「科学おもちゃ作り体験」
の３つの体験的な演習を計画し、保育者志望の学生の
有益感向上を目指した授業を実践した。
本研究では、実践した３つの演習の中から幼児との
活動をイメージしやすい「ジャガイモ栽培体験」の演
習を取り上げ、保育現場における幼児・保育者・専門
員のそれぞれの役割を想定し、保育者と専門員の役割
を実践的に体験する。そして、その演習が履修した学
生に活動の有益感、理解、幼児にとっての有効性の考
慮、楽しさをもたらし得たかを把握する。また、その
演習が、保育者としての資質向上に寄与する可能性に
ついても探っていきたい。
Ⅱ．ジャガイモ栽培体験の演習
多くの保育現場で取り入れている栽培活動の体験は、
自分たちで育てて収穫して簡単な調理で食べられるこ
とが作物選定の条件になっていると思われる。トマト、
ミニトマト、枝豆、サツマイモ、サトイモ、トウモロ
コシ、カボチャなどさまざまな栽培作物が考えられ
る。その中から、本演習ではジャガイモ栽培を選定し
ている。ジャガイモは、４月から７月までの前期の履
修期間で収穫可能で比較的容易に栽培できる作物であ
ることが主な選択の理由である。ただし、本演習では、
単にジャガイモを植えて収穫するだけの体験ではなく、
畑作りを体験したり、土や堆肥を直接手で触りながら
ジャガイモ栽培の基本作業を体験したりすることに重
点をおいている。さらに、畑にはさまざまな動植物の
世界が展開されていることを直接体験することも重視
している。そして、作物の収穫には天候など自然条件
に左右されることも実感できるようにしている。一連
の作業体験そのものが、領域『環境』に関する保育者
の資質向上に成り得ると考えたものである。
また、多くの保育現場では、専門の係員（専門員）
が裏方として畑の世話をしていることが推測されるの
で、ここでは裏方の世話も体験しながら栽培体験がで
きるように演習内容を構成した。
ジャガイモ栽培体験の演習計画は、表１「ジャガイ
モ栽培体験の演習計画」に示す通りである。活動の内
容にジャガイモ栽培の基本作業（註２）を位置づけ、活
動ごとに保育現場における活動の主体を想定し示した。
表１　ジャガイモ栽培体験の演習計画
活動 内　容
想定される活動の主体
（幼児）は一部参加
（専門員）は作業支援
1 ジャガイモ畑作り （幼児）・保育者・専門員
2 ジャガイモ植え 幼児・保育者・（専門員）
3
除草 幼児・保育者・（専門員）
芽かき（＊１） （幼児）・保育者・専門員
追肥、土寄せ（＊２） 幼児・保育者・（専門員）
4 花摘み（＊３） 幼児・保育者
5 収穫と後始末 幼児・保育者・（専門員）
＊１：「芽かき」とは、種イモからは通常芽が５～６本
同時に出てくるが、芽が約10㎝になった頃に、生育の
よい芽を１～２本残して、他の芽はひねりながら抜き
取ってしまう作業のことである。その目的は、大きな
ジャガイモを収穫することにある。イモ１株から収穫
できる量が決まっているので、多くの芽を育てると数
多く収穫できるが小さなイモができるようになるの
で、Ｍ・Ｌサイズのイモを収穫する場合は、芽かきを
行うのが適当と言われている。
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　実際の活動は、毎時間の課題提示を明確にして、学
生が活動のめあてを把握して体験出来るように工夫し
た。準備物は、基本的に指導者である筆者が用意した。
次に、研究の主体である活動１～５について示す。
１　活動１　ジャガイモ畑作り
授業日2017．４．13
課題　❶校庭を耕し、畑を作ろう。
❷堆肥や土を加えてジャガイモを植える準
備をしよう。
【事前準備】堆肥（完熟して臭いが少ないもの）・
土・鍬・軍手
　＊堆肥は市販されている牛糞堆肥
　＊土は、前年度のプランター栽培の土を再利用
【活動内容】
①課題を確認し、畑作りの方法と段取りを理解して、
身支度を整えて校庭に移動する。
②倉庫から、鍬と土と堆肥を運ぶ。
③校庭の地面を１Ｍ×６Ｍの形にテープで囲み、畑
にする場所を決める。
④鍬で除草し、30㎝ほど掘り起こし、土中の石を取
り除く。
⑤掘り起こしたところに土と堆肥を入れて、鍬で畝
作りをする（図１）。
⑥作った畑のまわりを鍬で除草し、石を片付けて、
道具を片付ける。
⑦手洗いを済ませて、教室に戻る。
【学生の様子】
＊履修学生の約半数は畑地を耕す経験は有していた
が、校庭を掘り起こし畑にする経験はほとんどな
かったように見えた。したがって、④の校庭を鍬
で掘り起こし多くの石を取り除く作業は、学生に
とって想像以上に大変だったようだが、協力しな
がら作業を進めて時間内に完成させた。
＊⑤の土や堆肥を入れて畝を作る作業は短時間で出
来た。
２　活動２　ジャガイモ植え
授業日2017．４．20
課題　❶畑に種イモを植えよう。
❷肥料の与え方（置き肥）を覚えよう。
【事前準備】種イモ（男爵：鶏卵大のもの）・化成肥
料・カップ（ペットボトルをカットして
手作りしたもの）・軍手
＊種イモの種類は、当地方で一般的に栽培されてい
て収穫が安定して掘りやすい男爵を選んだ。また、
分割しないで植えられる鶏卵大の物を選んで購入
してきたものである。
＊化成肥料は、市販のジャガイモ専用肥料である。
【活動内容】
①課題を確認し、種イモの植え方や肥料の与え方を
理解して、身支度をして畑に移動する。
②鍬、種イモ、肥料を運ぶ。
③鍬を使い、畝に20㎝ほどの深さの溝を掘る。
④種イモを観察する。芽を確認し、種イモの置く方
向を決める。
⑤掘った溝の中に、30㎝間隔で種イモを植える。
　（１人１～２個）
⑥種イモの間に化成肥料を置き肥する。（一掴み分）
⑦種イモに土を被せ鍬で軽く押さえて、畝を平らに
整える。
⑧畑のまわりを除草し、後片付けをする。
⑨残った時間で、田畑の農作物の観察を目的に散歩
学習を実施してから教室に戻る。
【学生の様子】
＊④の種イモの観察を丁寧に行った。種イモにすで
に芽ができていることを知らない学生が多かった。
しかし、種イモを植える作業については、畑作り
と比べると簡単に作業を進めることができていた。
＊⑥の置き肥はペットボトル製カップを活用したの
＊２：「土寄せ」はジャガイモ栽培では必須の作業であ
る。ジャガイモのイモは地中の茎の先端が肥大したも
のなので、イモが地表に顔を出すと日光により緑色に
なりソラニンという有毒成分が出来て食べることがで
きなくなる。そのため、ジャガイモ栽培ではイモが地
中に出来るように確実に土寄せをしなければならない。
＊３：「花摘み」とは、ジャガイモの花を摘み取る作業で
ある。花を咲かせておくと実がついて、養分が実の方
にもいくことになり、ジャガイモの大きさに影響があ
ると言われている。しかし、花摘みをしない場合との
差はわずかなので、必ず実施しなければならない作業
ではないと言える。
図１　校庭に作ったジャガイモ畑
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で、学生は計量しやすく一人一人が種イモと種イ
モの間に上手に置き肥をする様子が見られた。
３　活動３　芽かき・除草・追肥・土寄せ
授業日2017．５．25
課題　❶芽かきと追肥・土寄せをしよう。
❷幼児に体験させる場合の作業の仕方を考
えよう。
【準備物】鍬・化成肥料・軍手
【活動内容】
①課題を確認し、芽かきと追肥・土寄せをする理由
とその方法を理解し、身支度をして畑に移動する。
②畑の除草をする。
③芽かきの手本を見てから、各自芽かきをする。
（一株２本にする）
④追肥をする。（土寄せをするまわりの土に化成肥
料を入れて混ぜる）
⑤手で周りの土を茎のまわりに盛り上げるように土
寄せをする。
⑥鍬で土寄せの仕上げを行い、後片付けをして、教
室に戻る。
【学生の様子】
＊ほとんどの学生にとって、③の芽かきの作業は初
めての体験だったようだ。そのため、「なぜ芽か
きをするのか」の説明を再度聞いたり、「芽かき
のやりかたの見本」をよく見て理解しようとして
いた。
＊学生は、自分が植えた株を探して作業していた。
＊⑤の土寄せは、ジャガイモ栽培で最も重要な基本
作業で、土寄せの良し悪しでジャガイモの出来方
に関係するという筆者の説明を聞いて、学生はよ
く理解している様子であった。本来は鍬を使って
土寄せを行うのであるが、ここでは、幼児と一緒
に活動することを想定し、手でおこなった。学生
は、ジャガイモの茎をいたわりながら丁寧に作業
を進めていた。
４　活動４　花摘み
授業日2017．６．15
課題　❶ジャガイモの花を観察しよう。
❷花摘み作業をしよう。
【活動内容】
＊自然体験演習（草花遊び）の前段約10分間で実施
した活動である。
①ジャガイモの生長の様子と花を観察する（図２：
学生の記録写真より）。
②花摘みをする理由を理解して花摘みをする。
【学生の様子】
＊ジャガイモの花は小さいながらもよく見るととて
もきれいな色と形をしている。学生は、「これが
ジャガイモの花なの？」などと新鮮な反応を示し
ながら、写真で記録した。
＊花摘みの理由を聞き、花を摘み取ることを納得し
て作業していた。共同で花摘みを行い短時間で終
了した。初めての体験だと言う学生が多かった。
５　活動５　収穫と畑の後始末
授業日2017．７．20
課題　❶ジャガイモの収穫をしよう。
❷収穫後の畑の後始末をしよう。
❸ジャガイモを公平に分ける方法を考えて、
みんなで分けよう。
❹分けたジャガイモを新聞紙で包む方法を
覚えよう。
【準備物】軍手、かご、鍬、剪定はさみ、新聞紙
【活動内容】
①ジャガイモ収穫に関わる課題を確認し、本時の活
動の意味を理解し、身支度をして、畑に移動する。
②ジャガイモ収穫時期の目安を理解する。
③収穫の説明（手で掘る収穫）を聞く。
④じゃがいもの茎を根元から切り取り、周りの雑草
を取り除く。
⑤茎のまわりの土を手で取り除いて、ジャガイモの
付き方を観察しながら収穫する。
⑥次に株ごと引き抜いて、土の中に残っているジャ
ガイモを収穫し、畝に並べて記録写真を撮る（図
３：学生の記録写真より）。
図２　花摘み直前のジャガイモ畑
28
－　　－423
保育者志望学生を対象とするジャガイモ栽培体験の演習についての一考察
⑦収穫したジャガイモを集めかごに入れる。
⑧畑に感謝し、畝を元通りに戻し、後片付けをして
教室に戻る。
⑨教室で、ジャガイモ分けをする。
⑩新聞紙でジャガイモの包み方を練習する。
【学生の様子】
＊ジャガイモの収穫日の天候は、「晴れ」が絶対条
件である。本演習は期日が限定されているので、
収穫日の天候が活動に大きく影響する。今回は晴
天であり、好条件の天候のもとに収穫の体験が実
施され、学生には楽しい活動になった。
＊②の段階で、ジャガイモの収穫時期の標準的な目
安は、「茎が倒れて葉が枯れ始めたころ」である
という説明を聞きよく理解した様子であった。し
かし、初めて知ったという学生が多く、ジャガイ
モの茎と葉の状態を観察して確かめる様子が見ら
れた。
＊④の段階で、土寄せ作業が甘く、土から顔を出し
た緑色のジャガイモを学生が１・２個発見した。
実際の保育現場でも同じ事象に出会うと考えられ
るよい教材との出会いである。「なぜ緑色になる
か」「緑色の部分には体に有毒な成分ができてく
る」というジャガイモの植物としての特性の説明
を聞き、改めて土寄せ作業の重要性を再認識する
声を聞くことできた。筆者は事前に把握していた
事象であるが、本演習の学習では必要な事象と捉
えて授業構成している。
＊⑤の手でジャガイモを掘ることは、幼児と共に活
動することを想定しているが、それよりも一番感
動的なジャガイモの収穫を手で実感する体験を大
事にしたものである。学生は、大きなジャガイモ
を掘り当てて、手にとって大喜びしていた。
＊⑧の作業は、畑への感謝という儀式的な要素を持
つ。学生はきれいに後始末をする行為で感謝を表
していたと思われるが、幼児と一緒の活動で感謝
の心をどう表現するかまでは深められていない様
子であった。筆者の反省点として、ここでは、言
葉や態度で感謝を表現する活動を取り入れる必要
があったと考えられる。畑に感謝の言葉を述べる
活動を儀式的に行うことで、幼児に収穫の喜びと
共に畑への感謝の気持ちも持つようにできる場面
であることに気付くように授業展開を図ればよ
かった。
＊⑩の新聞紙で包む作業は、学生にとって新鮮な活
動であったようだ。ほとんどの学生が未熟で、包
み方の見本を演示して説明し、さらに手を取って
教えなければならない学生も少なくなかった。
＊収穫の授業後すぐに電子レンジで調理して試食し
た学生が、「とても美味しい」と筆者に報告して
きた。食べる活動の演習希望が多く寄せられた。
Ⅲ．結果と考察
　ジャガイモ栽培体験について、保育者志望学生に対
する演習上の教材性を掘り下げながら、本演習を履修
した学生の反応についてアンケート結果を基に考察す
る。アンケート調査は、本演習を履修した29名の学生
を対象に、2017年８月21日に実施された。アンケート
の内容及び項目は表２に示したとおりである。「裏面
に履修しての感想や意見などを自由に書いてくださ
い。」の項目は割愛し、行間と字間は編集してある。
１　畑作り体験
　羽陽学園短期大学には畑がないこともあり、校庭の
一角にジャガイモ畑を作る必要がある。重機で畑を
作ってもらうのが通常かもしれないが、筆者は「畑作
り」には優れた教材性があると考え、鍬とスコップを
使い人力で畑を作る体験をジャガイモ栽培のスタート
に用意した。
【畑作りの教材性】
①　畑への興味関心
②　土や石などの感触・興味関心
③　鍬やスコップの使い方
④　栽培における土の重要性の理解
　　（腐葉土・堆肥に触れる体験）
⑤　協働体験の経験
⑥　保育現場の裏方の重要性の理解
　（幼児と一緒に活動するための事前準備の重要
性の理解）
図３　ジャガイモ収穫
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表２に示されたアンケート調査の質問１⑴、⑵、⑶
において、畑作りをしたことのない学生が８名、堆肥
を触ったことがない学生が６名、鍬を使ったことのな
い学生が８名いたが、学生は、本気になってみんなで
力を合わせないと畑が完成しない状況を直感的に把握
し、かなり苦労しながらも頑張って畑を完成させた。
自分たちの手で作り上げたという経験が、この後の
ジャガイモ栽培に繋がったと考えられる。
なお、畑作りの体験に対する学生の有益感について
たずねたアンケート調査の結果は表３のとおりである。
　表３より、全ての学生が、「大いに役立つ」あるい
は「役立つ」と回答したことから、畑作り体験は、保
育者として現場に立った時に役立つと思われたことが
示された。
２　ジャガイモ栽培体験
　ジャガイモ栽培は、保育者と幼児が共に活動できる
点から考え、本演習のねらいにそった教材性があると
考える。
【ジャガイモ栽培の教材性】
①　ジャガイモ栽培の基本の理解と実践力の育成
　　・種イモと植え方
　　・肥料の与え方
　　・畑の観察、除草、水やり
　　・芽かき、土寄せの方法
表２　実施したアンケートの内容と項目
お　　　　　願　　　　　い
　「子どもの生活と文化Ⅱ」の授業について、授業実践をまとめることになりましたので、何かと忙しいとは思います
が、下記のアンケートに答えて下さるようお願いいたします。
　○記名は必要ありません。　○アンケートの実施日を記入して下さい。（平成29年　　月　　日）
質問１　校庭を掘り起こして、畑作りをしましたが、次のことについてどうでしたか。
　⑴　これまで畑作りをしたことはありましたか？
　　（　）ない　（　）ある。→いつごろですか。＊複数可（幼児期　小学校　中学校　高校以降）
　⑵　畑の土作りに堆肥を入れました。これまで堆肥を触ったことはありましたか。
　　（　）ない　（　）ある。→いつごろですか。＊複数可（幼児期　小学校　中学校　高校以降）
　⑶　畑の耕運や除草に鍬（くわ）を使いました。これまで鍬を使ったことがありましたか。
　　（　）ない　（　）ある。→いつごろですか。＊複数可（幼児期　小学校　中学校　高校以降）
　⑷　畑作りの体験は、もし保育者として現場に立った時に役立つと思いますか。
　　（　）大いに役立つと思う。　（　）あまり役立たないと思う。　　（　）よく分からない。
　　（　）役立つと思う。　　　　（　）全く役立たないと思う。　　
質問２　これまでジャガイモ植えをしたことがありましたか。
　　（　）ない　（　）ある。→いつごろですか。＊複数可（幼児期　小学校　中学校　高校以降）
質問３　ジャガイモ栽培の世話に「芽かき」「土寄せ」がありましたが、作業理由を理解しましたか。
　⑴　芽かきをする理由について　　　　　　　　⑵　土寄せをする理由について
　　（　）よく理解できた。　　　　　　　　　　　（　）よく理解できた。
　　（　）だいたい理解できた。　　　　　　　　　（　）だいたい理解できた。
　　（　）理解できなかった。　　　　　　　　　　（　）理解できなかった。
質問４　ジャガイモ堀を手で行ったがどう思いましたか。自分の考えに近い方はＡＢどちらですか。
　Ａ（　）手で掘ったのは良いと思った。　　Ｂ（　）スコップなど道具も使った方が良いと思った。
　　その理由を下から１つ選んで下さい。　　　その理由を下から１つ選んで下さい。
　　【　　】手で十分掘ることができたから。　　【　　】手だけは抵抗があるから。
　　【　　】幼児に体験させる場合を考えると　　【　　】幼児は手だけでは無理だと思うから。
　　　　　 手で掘るべきと考えたから。
　　【　　】その他（　　　　　　　　　）　　　【　　】その他（　　　　　　　　　　）
質問５　ジャガイモ栽培は、幼児の自然体験としてどんな点が有効と思いましたか。有効と思うもの全てに○を付けて
ください。
　　（　）自分で育てて自分で収穫できること。　　　　　　　　（　）収穫の喜びを味わうことができること。
　　（　）畑にすむ虫や植物にも触れられること。　　　　　　　（　）畑の土に直接さわれること。
　　（　）自分で育てることで、ジャガイモが好きになること。　（　）みんなで協力して働く楽しさを味わうことが
　　（　）自然の力や不思議さを肌で感じることができること。　　　　できること。
質問６　ジャガイモ栽培体験は、もし保育者として現場に立った時に役立つと思いますか。
　　（　）大いに役立つと思う。　（　）あまり役立たないと思う。　　（　）よく分からない。
　　（　）役立つと思う。　　　　（　）全く役立たないと思う。
表３　畑作り体験の有益感
質問「畑作りの体験は、もし保育者として現場に立った
時に役に立つと思いますか。」
大いに役立つ 22人 76%
役立つ 7人 24%
あまり役立たない 0人　 0%
全く役立たない 0人　 0%
分からない 0人 0%
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　　・収穫時期の判断、収穫方法
②　栽培実践から学ぶ保育者の視点
　　・準備と後片付けの重要性
　　・道具の使用と安全管理
③　幼児の立場で考える活動上の留意点
　　・夢中になる活動の場の設定
　　・主体性を育てる支援方法
④　自然に対する感覚の醸成
　　・季節の変化の気付き　
　　・作物の生長と天候の関連　
　　・作物への愛着心やいたわりの心
　　・動植物への親しみと生命尊重の芽生え
　　・畑の虫との出会い
　学生に対しては、領域『環境』において指導すべき
具体的な事例としてジャガイモ栽培の体験に関わり、
保育者としての具体的な活動イメージを獲得したこと
が期待される。
　表４において、学生がジャガイモ栽培の基本作業を
理解していると感じていることが示された。また、表
５より、手掘りでの収穫方法に対する意見は、「手掘
り」が26名で、「道具使用」が２名であるが、どちら
も幼児の活動をイメージしていて適正であることが
分かる。保育現場における判断力の向上を期待した
い。さらに、表６において、全ての学生が「大いに役
立つ」あるいは「役立つ」と回答したことから、ジャ
ガイモ栽培体験は、保育者として現場に立った時に役
立つと思われたことが示された。
　ただし、畑作り体験とジャガイモ栽培体験の有益感
でそれぞれ７名と９名が「大いに役立つ」ではなく
「役立つ」に回答している。学生にとって、校庭を耕
して畑にすることの現実的な想定感が乏しいのかもし
れないし、保育現場に立った時、領域『環境』の活動
として自ら栽培活動を実践するという実感あるいは期
待感がまだ十分でないのかもしれない。いずれにせよ
検討課題と考える。
　表７において、項目内容に賛同した学生の比率は、
「自分で育てて収穫できる」で90％、「自然の力や不
思議さを肌で感じることができる」で90％、「畑の土
に直接さわれる」で86％、「収穫の喜びを味わうこと
ができる」で76％であることが示され、それら４項目
に多くの学生が賛同していることが分かる。これらの
ことから、学生がジャガイモ栽培を本演習にて実際に
体験したことが、ジャガイモ栽培活動が幼児にとって
どのような意味のある活動になるかという視点、つま
り幼児にとっての有効性を考慮するという保育者とし
ての視点を学生に持たせ得たと考えられる。
表４　基本作業についての理解度
質問「ジャガイモ栽培の世話に“芽かき”や“土寄せ”
がありましたが、作業理由を理解しましたか。」
【芽かき作業の理解】
よく理解できた 16人 55%
だいたい理解できた 13人 45%
理解できなかった 0人 0%
【土寄せ作業の理解】
よく理解できた 13人 46%
だいたい理解できた 15人 54%
理解できなかった 0人 0%
表６　ジャガイモ栽培体験の有益感
質問「ジャガイモ栽培体験は、もし保育者として現場に
立った時に役に立つと思いますか。」
大いに役立つ 20人 69％
役立つ 9人 31％
あまり役立たない 0人 0％
全く役立たない 0人 0％
分からない 0人 0％
表７　幼児にとっての有効性
質問「ジャガイモ栽培は、幼児の自然体験としてどんな
点が有効と思いましたか。有効と思うもの全てに○を付
けてください。」
自分で育てて収穫できる 26人 90％
自然の力や不思議さを肌で感
じることができる 26人 90％
畑の土に直接さわれる 25人 86％
収穫の喜びを味わうことができる 22人 76％
みんなで協力して働く楽しさ
を味わうことができる 19人 66％
畑の虫や植物に触れられる 15人 52％
ジャガイモが好きになる 13人 45％
表５　手掘りの収穫方法の理解
質問「ジャガイモ掘りを手で行いましたが、どう思いま
したか。自分の考えに近い方はＡＢどちらですか。」
Ａ手掘りでよいと思った
・手で十分掘れたから（７人）
・幼児に体験させる場合を考
えると手で掘るべきと考え
たから（18人）
・その他（１人）
26人 93%
Ｂ道具があった方がよい
・手だけは抵抗があるから
（０人）
・幼児は手だけでは無理だと
思うから（２人）
2人 7%
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　表８より、学生は、ジャガイモ栽培の演習を通して
その教材性に体験的に接し、ジャガイモ栽培の楽しさ
を実感することができたと思われる。また、学生が保
育者としての立場を意識して体験活動に参加している
ことも窺える。保育活動を行う際には、保育者自身が
楽しい活動が重要である。本演習は、ジャガイモの栽
培技術獲得の体験ではなく、保育現場でのジャガイモ
栽培活動を想定しての栽培体験であることを意識した
活動であったことから、学生にとってそのような価値
観を持つ経験になり得たものと考えられる。
Ⅳ．課題と展望
　ジャガイモ栽培体験は、その作業内容について学生
が理解することができており、保育者として現場に
立った時に役立つと思う有益感を持つ体験となってい
た。また、活動が幼児にとってどのような意味のある
活動となるかという保育者としての視点を学生に持た
せ得るとともに体験から得られる楽しさを感じられる
内容になっていたと考えられる。一方で、残された課
題もあることから、本研究の課題と展望を考察し、今
後につなげたい。
１　栽培活動に対する保育者の姿勢
　実際の保育現場における栽培活動では、保育者は毎
日作物を観察し幼児と共に世話をすることが求められ
るだろう。ジャガイモは毎日観察しなくても育てられ
る作物ではあるが、保育者自身がジャガイモ畑に目を
向け足を運ぶことが、幼児にいたわりや生命尊重の心
を芽生えさせることに繋がることは言うまでもない。
栽培活動に対する保育者の姿勢について考える学習構
成が必要であり構築していきたい。そして、本演習に
おいても、学生自身の主体的な観察活動に結び付けた
い。
２　映像記録の活用と情報の教材化
　幼稚園教育要領（平成29年告示）における第１章総
則第４の３の⑹に視聴覚教材や情報機器の活用につい
ての留意点が示されたが（註１）、今以上に情報の活用
能力が求められるだろう。本演習においても、要所で
記録としての写真や動画の撮影を勧めてきたが、記録
した写真を活用する演習は実施していなかった。まず
は直接体験の映像記録の活用として、保育現場の「園
便り」に繋がるような演習が可能と思われる。情報の
教材化を考えていきたい。
３　プランター栽培との比較
　畑のない保育施設では、プランター栽培になるだろ
う。本演習でも、過去２年は校舎改築のため畑の都合
がつかず、プランター栽培で演習を実施した。畑とプ
ランターの比較栽培をすると科学的な見方考え方を追
究できてより効果的な体験に授業改善ができる。検討
課題である。
４　畑の収穫後の後始末
　収穫後の畑の後始末はとても大切な作業であるが、
収穫の方に重点がいき、収穫後の後始末が忘れられる
ことが多い。単なる収穫作業で終了し、後始末は裏方
にお任せでは、栽培体験活動のねらいの一つである収
穫への感謝の気持ちを培うことが達成されないように
思われる。主な後始末は、「ジャガイモの茎や葉の片
付け」と「畑の畝を元通りにすること」の２つである。
このことは、次年度の作物生産に直接つながる作業と
いう点からも重要なのであるが、畑に感謝するという
幼児の心を育む意味からも重要であると言える。具
体的には、「感謝を込めて後始末作業を行うこと」と
「後始末終了後に儀式的な要素を含む感謝のセレモ
ニーを展開する」の２つのことが効果的と考える。今
回は、感謝のセレモニーの場面を作ることが出来な
かった。次年度は、学生に畑への感謝のセレモニーの
在り方を考えさせる活動を構成するように改善したい。
このことは、幼稚園教育要領（平成29年告示）におけ
る第１章総則第２の３「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」の⑺「自然との関わり・生命尊重」（註１）
に示されている内容と関連する活動と考えることがで
きる。
表８　演習についての感想（自由記述）
・子どもの頃に戻ったような気持ちになり、とても楽し
かったです。先生の懐の深さは、私にも必要であると
思いました。
・毎回楽しい活動でした。遅れることが多かったのはす
みません！でも、授業が楽しみだったから学校にこれ
ました。
・作って楽しいという活動がたくさんあり、自分自身で
実際に作るという活動はとても分かりやすく覚えやす
いものがたくさんありました。じゃがいももとても楽
しく、作って食べたときはとても楽しかったです。
・自然に触れ合ったり、今まで使ったことのない道具を
使えて良い経験になった。今後、保育者として働くた
めにも、とても役立ちそうな内容が多く、受けてよ
かったと思う。
・新鮮な体験が多く、毎回楽しみでした。いつも楽しく
ワイワイしている感じが好きでした。
・散歩したり、自分たちで最初から畑を作ってじゃがい
もを作ったりと、自然に触れる体験が出来て楽しかっ
たです。普段あまりしないような製作活動をしたりし
て、大変だったけど良い経験が出来てよかったです。
・演習という形でこのように活動を自分自身も楽しみな
がら行うという授業はあまりなく、とても楽しみなが
ら学ぶことができました。自分はこうした自然の物を
使い、遊ぶという経験が少なく、とても印象に残って
います。ジャガイモは食育にもつながるので、今まで
の授業を改めてまとめながら自分の力にしたいと思い
ます。
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５　食べる活動
　収穫後すぐに数名の学生は電子レンジで調理して食
べたと報告があった。また、みんなで食べたいという
声も多くあった。食べる活動で終結する栽培学習に授
業構成できればいいのだが、時間的に困難な課題であ
る。食べる活動を家庭学習にするなど、保育者志望の
学生の資質向上に資するように演習の学習課程を考え
なければならない。
Ⅴ．おわりに
　ジャガイモ栽培体験の演習については、次のことが
言えると考える。
　第１に、ジャガイモ栽培は、子どもたちの身近な環
境及び事象として適当なものであると言えるだろう。
その理由は、何といってもジャガイモ栽培が容易で、
幼児と保育者が一緒になり収穫に向かって取り組む生
活を創造できるところにある。そして、その取り組み
の姿に領域『環境』における育みたい資質や能力及び
身につけたい力が映し出されるということを学生自身
が体験的に理解できるからである。
　第２に、本演習におけるジャガイモ栽培体験は、単
なる栽培体験ではなく、領域『環境』の活動としての
栽培活動を学生が実体験するものであった。そのよう
な活動は、本演習を履修した学生に、活動の有益感、
理解、幼児にとっての有効性の考慮、楽しさをもたら
し得たと考えることができる。
　第３に、ジャガイモ栽培の基本的な作業の時期は
ジャガイモの生長を見て判断しなければならないので、
畑の観察が最も重要である。また、天候による活動日
の変更も出てくる。だから、野外活動であるジャガイ
モ栽培体験の演習は、柔軟なカリキュラムを編成し、
ジャガイモにとって最もふさわしい時期に授業実践す
ることが求められる。本演習においても、予定のカリ
キュラム通りに進まない場合もあり、ジャガイモの生
長観察の結果によって作業が決まるという体験が、柔
軟なカリキュラム編成の必要性についての学生の認識
につながることが期待される。
　おわりに、今回履修した29名中約半数の15名の学生
がジャガイモ栽培未経験であった。保育現場において、
質の高い領域『環境』の活動を展開することを考える
と、保育者養成として栽培活動を実体験する演習を提
供することは今後も継続していく価値があると考える。
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SUMMARY
Toyotaro  ORUI:
Study of Potato Cultivation Activities Class for Childcare Schools
－ Simulate an “Environment” Subject Class Activity －
　　　This study involved a potato cultivation activities class that simulates an activity for the “environment” 
subject at childcare schools.
　　　The purpose of this study is to examine the potential of potato farming experience as a teaching material 
and to explore if the class improves students’ qualities as child educators , and if  junior college students majoring 
in childcare education taking this class would feel that this class is useful for their future work. This study also 
examines if the activity allowed students to consider the effectiveness for the young children, and if the activities 
were enjoyable for the students.
　　　The survey after the class indicated that the students thought that they understand the potato harvesting 
activities, and all the participating students found the class useful.
　　　In conclusion, the study showed that the potato farming activities class enabled students to consider the 
effectiveness of this activity for the young children and was also enjoyable for the students.
(Part-Time Lecturer Uyo Gakuen College) 
34
